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1.ごあいさつ

①一般廃棄物最終処分場

②火葬場（東郷霊苑）

③ごみ処理施設（清掃ｾﾝﾀｰ）
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門川町

美郷町

諸塚村

椎葉村

負担金

職員の
派遣

「日向東臼杵広域連合」は、日向市、門川町、美郷町、
諸塚村、椎葉村の５市町村にて構成する組織です。
この日向東臼杵広域連合では、５市町村がそれぞれで
行うよりも、共同で行った方がより効率的と考えられ
る３つの業務を行っています。

これらの設置、管理、運営に関する業務を行っています。



• 日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村か
ら集められたごみは、日向市にある清掃セン
ターやリサイクルセンターで処理され、焼却
灰やどうしてもリサイクル出来ないものは、
日向市一般廃棄物最終処分場に埋め立てられ
ていますが、満杯となる時期が迫っているこ
とから、次の最終処分場を建設する必要があ
ります。

• 本日は、最終候補地決定までの経緯や整備を
検討している施設のこと、今後のスケジュー
ルについて説明します。

2.本日の説明会の目的



●選定にあたっての前提条件

①埋立容量5.7万m3以上、敷地面積3ha以上を確保できる用地を
選定します

 実績値を用いて、ごみ排出原単位及び人口の予測から将来のごみ排出

量の推計結果に基づき設定しました。

② 広域連合清掃センターから片道50kmを超える範囲は除きます

 廃棄物の円滑な運搬を行うことができる限度が50kmと想定しています。

椎葉村全域と美郷町及び諸塚村の一部は広域連合から50km以上となり、

選定の対象外としました。

③ 日向市は対象外とします

 広域連合構成市町村間の過去の協議において、次期広域最終処分場は

現在最終処分場を設置している、日向市以外に建設することが決まっ

ています。

3.最終候補地決定までの経緯①



3.最終候補地決定までの経緯②
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 用地選定検討委員会におけ
る検討結果をもとに正副広
域連合長会議で最終候補地
を決定しました。

 委員会は学識経験者、環境
団体、構成市町村住民代表、
公募委員から構成されます。

 説明会や見学会で得られた
地域住民の皆様のご意見も
検討に反映しました。

見学会

次期広域最終処
分場用地選定
検討委員会

広域最終処分場
建設推進協議会
（事務局:日向東
臼杵広域連合）

正副広域
連合⾧会議

三次候補地の
地域住民の皆様

説明会

委任 報告

協議検討



3.最終候補地決定までの経緯③
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 委員会や説明会、見学会を経て正副広域
連合長会議で最終候補地を決定しました。
会議等の開催 日時 協議等の内容

候補地の募集 令和２年１２月
～令和３年３月 １件応募（美郷町南郷）

第１～４回委員会 令和３年７月～
令和４年３月

候補地選定方法、一次～
三次候補地の選定

第５回委員会 令和４年６月 総合評価方法の決定

住民説明会及び
施設見学会

令和４年６月
～９月

３か所の地元地区を対象
に候補地選定の経緯説明

第６回委員会 令和４年１０月 総合評価
（最終候補地の選定）

正副広域連合⾧会議 令和４年１０月 最終候補地の決定



●一次候補地から三次候補地選定までの流れ

3.最終候補地決定までの経緯④



 門川町大字門川尾末（竹名地区）、美
郷町西郷田代（和田若宮地区）、美郷
町西郷田代（花水流地区）の３箇所が
三次候補地として選定されました。

国道388号線 国道10号線

東九州自動車道

門川町役場

門川駅

候補地
（門川町尾末
竹名地区）

国道388号線

国道327号線

美郷町役場

候補地
（美郷町西郷田代
和田若宮地区）

候補地
（美郷町西郷田代
花水流地区）

3.最終候補地決定までの経緯⑤



門川町
竹名地区

美郷町
和田若宮地区

美郷町
花水流地区

主な
課題

• 溜池でホタルを
生育している。

• 直下流で農業用
水として利用。

• 斜面が急であり、
対策が必要であ
る。

• 道路からの景観
が変化する。

• 直下流で農業用
水として利用。

• 地形地質的に斜
面対策が必要で
ある。

• 盛土部の安定性
が課題となる。

• 道路からの景観が
変化する。

• 工事中の湧水処理
が必要となる。

優位性 • 直下流で農業用水
としての利用が確
認されない。

• 道路がすでに整備
されている等、工
事難易度が低い。

総合評
価得点 32.5点／50.0点 30.0点／50.0点 40.0点／50.0点

3.最終候補地決定までの経緯⑥ 総合評価の内容



評価点数が最も高かったのは花水流地区でした。
また、建設に対する理解度も他の候補地よりも高い
結果となりました。
以上より、美郷町花水流地区の候補地を最終候補

地として選定しました。

門川町
竹名地区

美郷町
和田若宮地区

美郷町
花水流地区

総
合
評
価
の
内
容

• 環境面での課題が
複数ある。

• 建設適性での課題
が複数ある。

• 農業や災害への影
響を懸念した反対
意見がある。

• 環境面、防災面で
課題が少ない。

• 建設適性での課題
が多い。

• 農業への影響を懸
念した反対意見が
ある。

• 評価項目のどの項
目においても課題
が少ない。

• 建設適性での優位
性がある。

• アンケート調査に
て、河川等への影
響を懸念した反対
意見がある。

3.最終候補地決定までの経緯⑦ 総合評価の内容



●最終候補地 美郷町西郷田代花水流地区

出典：地理院地図（国土 ）を加工して作成

3.最終候補地決定までの経緯⑧

美郷町役場
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4.次期広域最終処分場基本構想①
1. 基本構想とは

2

2. 施設整備のコンセプト



4.次期広域最終処分場基本構想②
３. 施設規模と施設配置計画



4.次期広域最終処分場基本構想③
４. 埋立計画

５. 維持管理







4.次期広域最終処分場基本構想④

６. 最終処分形式、基本構造



4.次期広域最終処分場基本構想⑤
６. 最終処分形式、基本構造



令和13年度からの埋立開始に備えるため、段階的に計
画設計、各種調査を計画しています。

（現時点でのスケジュールです。）

5.事業スケジュール




